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第 1回いわき市地域福祉計画策定委員会 議事録 
 

１ 開催日時： 平成 18年６月２日（水）14：10～15：20 

２ 開催場所： 本庁舎 第８会議室 

３ 議事案件： 

 ⑴ 開 会 

⑵ 委員紹介 

⑶ 事務局職員紹介 

⑷ 設置要綱説明 

⑸ 委員長、副委員長の選任 

⑹ 委員長、副委員長あいさつ 

⑺ 議 事 

① 委員会の運営について 

・ 会議の公開について 

・ 会議録の署名について 

② いわき市地域福祉計画の策定について 

・ 計画策定の背景と趣旨 

・ 計画の概要 

・ 計画の位置づけ 

・ 計画の策定体制 

・ 計画策定事業スケジュール 

③ 委員会スケジュールについて 

  ④ その他 

 ⑻ 閉 会 

 

４ 発言内容等： 

 ⑴ 開 会 

⑵ 委員紹介 

 （自己紹介） 

⑶ 事務局職員紹介 

 （自己紹介） 
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⑷ 設置要綱説明 

  「いわき市地域福祉計画策定委員会設置要綱」について事務局より説明 

  （特に質問・意見なし） 

⑸ 委員長、副委員長の選任 

事 務 局  設置要綱第５条第１項の規定に基づき、委員長及び副委員長

の選任をお願いしたい。選任の方法についてどのように取り扱

ったらよろしいかお諮りする。 

委 員 Ａ 適任者について、事務局案があれば提示してほしい。 

事 務 局  委員長には、本市の各種審議会等に参画されるとともに、社

会福祉分野に精通されている、神山敬章委員に、また、副委員

長には、民生児童委員を長く勤められ経験が豊富な、阿部サワ

委員が適任ではないかと考えるが、いかがか。 

各 委 員 （異議なし） 

両 委 員  お引き受けする。 

   委員長に神山敬章委員、副委員長に阿部サワ委員を選任 

⑹ 委員長、副委員長あいさつ 

⑺ 議 事 

① 委員会の運営について 

・ 会議の公開について 

委 員 長  はじめに、当委員会の会議を一般の方に公開すべきかどうかに

ついてお諮りしたい。 
地域福祉計画は、市民との協働のもとに策定することが求めら

れており、その趣旨からも当委員会での議論を公開することは差

し支えないと考えるので、原則として公開するということでいか

がか。 

各 委 員   （異議なし） 

委 員 長  それでは、当委員会は原則として公開することとする。 

・ 会議録の署名について 

委 員 長  当委員会の議事録の正確性を確保する観点から、委員 2 名に内
容を確認いただき署名する形を採りたいと考える。また、署名人

は順番に各委員にお願いしたいが、いかがか。 

各 委 員   （異議なし） 
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委 員 長  それでは、名簿順に議事録署名人を担当いただくこととし、今

回の議事録への署名は、安島委員、猪狩委員にお願いすることと

する。 

委 員 長  また、議事録の公開についても、会議の公開と同様の考え方か

ら、差し支えないと考えるが、いかがか。 

各 委 員  （異議なし） 

委 員 長 それでは、議事録についても個人情報の問題等に十分配慮しつ

つ公開することとし、市のホームページに掲載することとする。 

また、自由な発言を確保する観点から、委員名は特定しないと

ともに、公開の方式は、発言内容の要点をまとめた「要点筆記方

式」とする。 

 

② いわき市地域福祉計画の策定について 

③ 委員会スケジュールについて 

委 員 長  続いて、「いわき市地域福祉計画の策定について」と「委員会ス

ケジュールについて」であるが、まず、事務局より一括して説明

をお願いする。 

事 務 局  （資料に基づき説明） 

委 員 長  事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言をお

願いする。 

委 員 Ｂ  今回策定する地域福祉計画は、これまでに市が策定している

「新・市障がい者計画」をはじめとした各個別計画の上位に位置

づけられるものと認識したが、今回の計画の検討を進めていく中

で、各個別計画で定められた数値目標なども見直す必要が出てき

た際には、今回併せて改定することになるのか。 

事 務 局  地域福祉計画は、既定の個別計画の施策を進めていく上での基

盤、環境づくりなどの基本となる部分をまとめていく考えである。

 そのため、今回の計画策定と併せて各個別計画において定めら

れた数値目標などを改定することまでは想定していない。  

委 員 長 今回は、個別計画をさらに前進させる、全体的な枠組みを作り

上げるものである。 

個別計画の内容の中に、今回策定する地域福祉計画と整合性を

図る必要がある部分が出てきたときには、全体的なバランスも考

慮しながら、各個別計画の見直しの中で粛々と進めていくべきも

のと考える。 

委 員 Ａ  地域福祉計画は、各個別計画を横断するものであり、策定する

上でなかなか難しい面があるということで、全国的にも策定が進

んでいない状況であると聞いているが、全国の策定状況はどのよ

うになっているのか。 
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事 務 局  平成 17 年４月 1日現在であるが、全国では、347 市町村で 14.4％

の策定率となっている。 

 なお、県内では、平成 18 年４月現在で、楢葉町と福島市の２自

治体となっている。 

委 員 長  現状として、全国、県内の取組み状況は低調ではあるが、いわ

き市として地域福祉計画が必要だという判断のもとに、当委員会

が設置されたものと考える。 

委 員 長  本計画の位置づけであるが、まず、いわき市の「総合計画」が

大前提にあって、また、そのもとに各種保健福祉分野の計画があ

り、それらをトータル的に捉え、福祉分野の最上位に位置づけら

れる計画が今回の地域福祉計画である。そのため、横断的な部分

と、独立した部分とが複雑に絡み合った内容になるものと考える。

 その点を念頭に置きながら、今後検討を進めていきたいと考え

る。 

 また、本委員会の開催回数も残り４回であり、非常に濃密な議

論が必要になってくる。きちんと言うべき意見を述べ、軌道修正

すべきところは修正し、進めていかなければならない。 

 今後とも、協力をお願いする。 

 

④ その他 

    会議資料の事前配付と、市総合計画・保健福祉分野の個別計画の計画書を後

日委員宛に送付することを確認した。 

 

 ⑻ 閉 会 

 
                                以  上 
 
 


